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それぞれの
都道府県で 全国で

1枚目 2枚目
地元の
都道府県
選挙区
候補者名を

比例代表(全国区)も
候補者名を
必ずお書き下さい

参議院比例区（全国区）は
名前を書いて投票する選挙です

（
全
国
区
）

参議院比例区
（全国区）の投票方法について

第23回参議院比例代表選挙　日医連推薦
はにゅうだ

羽生田たかし副委員長

医
療
機
関
訪
問
、
理
事
会
・
代
議
員
会
へ
の
出
席
、

励
ま
す
会
な
ど
を
通
し
て
政
策
を
訴
え
る

羽
生
田
た
か
し
副
委
員
長
は
、
現

在
全
国
を
訪
問
し
、
目
指
す
医
療
政

策
へ
の
理
解
を
広
げ
て
い
る
。ま
た
、

全
国
津
々
浦
々
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
九
州
・
沖
縄
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
に
お
け
る
医
療
の
課
題
や
要

望
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
声
を
国
政
に

届
け
る
べ
く
懸
命
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
、
直
接
お
会
い
し
た
い
！

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
全
国
を
訪
問

（
最
近
の
主
な
動
き
）

四
月
十
一
日
（
木
）　

大
阪
府
に

お
い
て
、
大
阪
府
医
師
政
治
連
盟
主

催
の
「
羽
生
田
た
か
し
君
を
励
ま
す

会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
四
百
名
の
医

療
関
係
者
の
皆
さ
ま
へ
羽
生
田
副
委

員
長
が
目
指
す
政
策
に
つ
い
て
訴
え

た
。四

月
十
二
日
（
金
）　

大
阪
府
内

の
医
療
機
関
を
訪
問
。
現
場
の
先
生

や
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意

見
を
伺
う
。
夕
方
に
は
兵
庫
県
神
戸

市
へ
移
動
。
夜
は
地
区
医
師
会
の
理

事
会
を
訪
問
。

四
月
十
三
日
（
土
）　

兵
庫
県
医

師
会
で
の
「
兵
庫
県
医
師
会
地
域
医

療
Ｉ
Ｔ
化
構
想
検
討
会
議
」に
出
席
。

夕
方
に
は
東
京
へ
戻
り
、
日
本
眼
科

医
会
と
日
本
臨
床
内
科
医
会
の
会
合

に
相
次
い
で
、
出
席
。

四
月
十
四
日
（
日
）　

日
本
臨
床

整
形
外
科
学
会
の
理
事
会
で
挨
拶
の

の
ち
、
新
幹
線
で
盛
岡
へ
。
午
後
か

ら
、
岩
手
県
医
師
連
盟
主
催
の
会
合

で
挨
拶
、
そ
の
の
ち
県
医
師
連
盟
の

役
員
の
先
生
方
と
意
見
交
換
。

四
月
十
五
日
（
月
）　

日
中
は
岩

手
県
内
の
医
療
機
関
を
訪
問
。
夜
は

埼
玉
県
大
宮
市
で
全
日
本
病
院
協
会

埼
玉
県
支
部
の
会
合
に
出
席
し
、
そ

の
の
ち
地
元
前
橋
へ
。

四
月
十
六
日
（
火
）　

新
幹
線
で

上
京
。
日
医
会
館
に
お
い
て
日
医
役

員
会
に
出
席
・
面
会
。
東
京
都
内
の

地
区
医
師
会
挨
拶
ま
わ
り
。
夜
は
企

業
経
営
者
と
意
見
交
換
。

四
月
十
七
日
（
水
）　

午
前
中
は

都
内
で
挨
拶
ま
わ
り
、
午
後
の
新
幹

線
で
宮
城
県
へ
。
仙
台
市
内
で
眼
科

医
の
先
生
方
へ
講
演
。
二
十
一
時
過

ぎ
の
新
幹
線
で
帰
京
。

　

羽は
に
ゅ
う
だ

生
田
た
か
し
日
医
連
副
委
員
長
は
、
各
都
道
府
県
医
師
連
盟
お
よ
び
各
郡
市

区
医
師
連
盟
の
協
力
の
も
と
に
後
援
会
活
動
と
し
て
の
医
療
政
策
の
訴
え
な
ど
を

全
国
規
模
で
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。
今
号
で
は
羽
生
田
副
委
員
長
の
最
近
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

神戸市内の医師会で挨拶する
羽生田たかし副委員長（４月１2日）

大阪府医師政治連盟主催
羽生田たかし君を励ます会（４月１１日）

4月17日（水）現在で羽生田副委員長が訪問した都道府県（36）

北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、
埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、
長野県、岐阜県、愛知県、大阪府、兵庫県、奈良県、岡山県、広島県、山口県、愛媛県、
高知県、福岡県、長崎県、熊本県、大分県、鹿児島県、沖縄県
残りの県も訪問スケジュールは決まっており、順次訪問予定。
（紙面の都合上、すべての会合などをご紹介できないことをご了承下さい）

「え！ 知らなかったの？」
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横倉委員長

甘利TPP担当大臣
                   と会談

三
月
二
十
六
日
都
内
に
お
い
て
日

医
連
と
自
民
党
の
社
会
保
障
政
策
や

税
制
を
専
門
と
し
て
い
る
議
員
（
別

表
に
名
簿
記
載
）
と
の
意
見
交
換
会

で
あ
る
「
日
本
医
療
懇
談
会
」
が
開

催
さ
れ
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て
」

「
医
業
に
関
す
る
税
制
に
つ
い
て
」

「
チ
ー
ム
医
療
に
つ
い
て
」
の
三
項

目
を
議
題
と
し
て
意
見
交
換
が
行
わ

二
月
六
日
、
都
内
に
お
い
て
第
一

回
「
医
療
政
策
研
究
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。
当
日
は
代
理
を
含
め
衆
議
院

横
倉
義
武
日
医
連
委
員
長
は
、
三

月
二
十
一
日
、
甘
利
明
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
経
済
再
生
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
担

当
）
と
会
談
し
、
政
府
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
を
表
明
し
た
こ
と
に
関
連
し

て
、
国
民
皆
保
険
は
日
本
の
国
益
と

し
て
必
ず
守
る
べ
き
も
の
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
、
改
め
て
甘
利
大
臣
に
要

請
を
行
っ
た
。

横
倉
委
員
長
は
、「
国
民
皆
保
険

の
堅
持
と
は
、
①
公
的
な
医
療
給
付

範
囲
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
す
る
こ

と
、
②
混
合
診
療
を
全
面
解
禁
し
な

い
こ
と
、
③
営
利
企
業
（
株
式
会
社
）

を
医
療
機
関
経
営
に
参
入
さ
せ
な
い

こ
と
、
の
三
条
件
が
す
べ
て
守
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
」
と
甘
利
大
臣
に
説

明
し
、そ
の
う
え
で
、「
日
医
連（
日
医
）

は
、
今
後
の
交

渉
状
況
を
注
視

し
て
お
り
、
こ

の
三
条
件
が
守

ら
れ
、
日
本
の

国
益
が
守
ら
れ

る
よ
う
、
政
府

に
強
く
求
め
て

い
く
（
要
旨
）」

と
述
べ
た
。

『
医
療
政
策
研
究
会
』が

                        

発
足

	 「日本医療懇談会」名簿	 平成25年4月15日現在

衆・参 氏　名 役　職 当 選挙区

衆 野田　毅 社会保障制度に関する特命委員長
（党税調会長） 14 熊本2区

衆 鴨下　一郎 社会保障制度に関する特命委員長代理
（党国対委員長） 7 東京13区

衆 秋葉　賢也 厚生労働副大臣 4 宮城2区
衆 渡嘉敷奈緒美 厚生労働大臣政務官 2 大阪7区
衆 永岡　桂子 厚生労働部会部会長代理 3 比例北関東
衆 松本　純 厚生労働委員会委員長 5 神奈川1区
衆 上川　陽子 厚生労働委員会理事 4 静岡1区
衆 髙鳥　修一 厚生労働委員会理事 2 新潟6区
衆 棚橋　泰文 厚生労働委員会理事 6 岐阜2区
衆 冨岡　勉 厚生労働委員会理事 2 長崎1区
衆 西川　京子 厚生労働委員会理事 4 比例九州

参 尾辻　秀久 社会保障制度に関する特命委員会顧問
（元厚生労働大臣） 4 比例

参 丸川　珠代 厚生労働大臣政務官 1 東京
参 福岡　資麿 厚生労働部会部会長 1（衆１）佐賀
参 石井　みどり 厚生労働部会部会長代理 1 比例
参 赤石　清美 厚生労働委員会理事 1 比例
参 中村　博彦 厚生労働委員会理事 2 比例

（順不同・敬称略）

挨拶する武見敬三参議院議員（2月6日）

挨拶する横倉義武委員長（3月16日）

（左から）松本純衆議院厚生労働委員長、鴨下一
郎自民党国会対策委員長、野田毅自民党税制
調査会長、尾辻秀久元厚生労働大臣（3月16日）

甘利明内閣府特命担当大臣（右）と 
横倉義武委員長（3月21日）

会
の
進
め
方
や
社
会
保
障
に
お
け
る

諸
課
題
の
総
論
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
共
通
の
認
識
を
も
つ
こ
と
が

『
日
本
医
療
懇
談
会
』開
催

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
問
題
」

 

「
医
業
税
制
」「
チ
ー
ム
医
療
」で

                               

意
見
交
換

れ
た
。

今
回
で
二
十
四

回
を
数
え
る
本
意

見
交
換
会
は
、
平

成
十
八
年
か
ら
継
続
的
に
行
わ
れ
て

い
た
が
、
平
成
二
十
一
年
九
月
の
政

権
交
代
以
降
中
断
し
て
い
た
。
今
後

は
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
定
期
的
に
開

催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

な
お
、第
二
十
五
回
に
つ
い
て
は
、

四
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
、「
医
療

事
故
調
査
制
度
」
を
主
な
議
題
と
し

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

日
医
連
と
自
民
党
議
員
と
の
意
見
交
換

会
を
定
例
で
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
。

安心して医療が受けられる社会を創ります
地域に密着した医療を創ります
信頼関係を基盤とした医療環境を創ります

日本医師会 副会長
自民党 参議院比例区（全国区）支部長

http://www.hanyuda-t.jp/
羽生田たかし　オフィシャルホームページ

https://www.facebook.com/takashihanyudaofficial
フェイスブック

ホームページ
QRコード

2枚目の男！
（一面の投票方法についてをご覧ください）

議
員
二
十
九
名
、
参
議
院
議
員
七
名

の
合
計
三
十
六
名
の
議
員
が
出
席

し
、
日
医
連
役
員
と
今
後
の
本
研
究

　

日
医
連
と
自
民
党
の
衆
参
五
十
八
名
の
議
員
と
の
意
見

交
換
会
「
医
療
政
策
研
究
会
」
を
武
見
敬
三
参
議
院
議
員

が
中
心
と
な
り
発
足
さ
せ
た
。

　

第
一
回
の
意
見
交
換
会
は
二
月
六
日
に
都
内
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

で
き
た
。
ま
た
、
個
別
の
課
題
に
つ

い
て
は
次
回
以
降
に
行
う
こ
と
に
な

り
、
早
速
、
第
二
回
の
「
医
療
政
策

研
究
会
」
が
三
月
十
二
日
に
三
十
九

名
の
議
員
（
代
理
含
む
）
の
出
席
の

も
と
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
日
医
連
か
ら
「
予
防
接

種
法
改
正
に
つ
い
て
」「
医
学
部
新

設
問
題
に
つ
い
て
」
の
二
課
題
に
つ

い
て
担
当
役
員
が
説
明
し
た
。
そ
の

の
ち
、意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
、

日
医
連
（
日
医
）
の
医
療
政
策
の
理

解
に
つ
な
が
る
会
合
と
な
っ
た
。

○
医
療
政
策
研
究
会
の
役
員

会
長　
　
　

武
見
敬
三
参
議
院
議
員

副
会
長　
　

西
川
公
也
衆
議
院
議
員

幹
事
長　
　

河
井
克
行
衆
議
院
議
員

事
務
局
長　

吉
川
貴
盛
衆
議
院
議
員

顧
問　
　
　

鴨
下
一
郎
衆
議
院
議
員

顧
問　
　
　

平
沢
勝
栄
衆
議
院
議
員
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三
月
二
日
　
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
開
催

（
当
番
県
　
青
森
県
医
師
連
盟
）

議
院
比
例
代
表
選

挙
に
つ
い
て
」。

医
療
政
策
に
つ

い
て
の
陳
情
活
動

で
は
、
平
成
二
十

四
年
度
に
お
け
る

主
な
医
療
政
策
（
税
制
改
正
要
望
、

控
除
対
象
外
消
費
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
予

防
接
種
、
医
療
事
故
調
査
制
度
、
医

師
法
二
十
一
条
、
特
定
看
護
師
、
医

学
部
新
設
、
な
ど
）
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
。

参
議
院
比
例
代
表
選
挙
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
二
年
参
議
院
比
例
代

表
で
当
選
者
を
出
し
た
主
な
医
療
関

係
団
体
に
つ
い
て
、
最
近
の
医
療
政

三
月
二
日
　
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
開
催

（
当
番
県
　
宮
崎
県
医
師
連
盟
）

に
関
す
る
医
療
機
関
に
お
け
る
控
除

対
象
外
消
費
税
問
題
』、『
調
剤
医
療

費
の
伸
び
と
薬
剤
師
の
業
務
拡
大
に

つ
い
て
』、『
看
護
職
の
特
定
機
能
の

承
認
に
つ
い
て
』、『
参
議
院
選
挙
に

つ
い
て
』に
関
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

引
き
続
い
て
、
医
政
活
動
研
究
会

の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
、
清
山
知
憲

宮
崎
県
議
会
議
員
に
よ
る
「
県
議
会

に
お
け
る
医
政
活
動
」
の
講
演
の
の

ち
、
選
挙
プ
ラ
ン
ナ
ー
松
田
馨
氏
に

よ
る
選
挙
や
政
治
活
動
に
関
す
る
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
講
演

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
七
月
に
参
議

院
選
挙
を
控
え
る
な
か
、
松
田
氏
の

講
演
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

講
演
の
終
了
後
、
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
各
県
か
ら
医
政
活
動
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
特
に
夏
の
参
議
院
比
例

代
表
選
挙
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

も
、
各
県
の
取
り
組
み
状
況
の
紹
介

や
、
活
発
な
意
見
が
か
わ
さ
れ
た
。

清
山
県
議
か
ら
は
、「
一
昨
年
の

県
議
選
の
立
候
補
に
当
た
り
、
政
治

活
動
面
に
お
い
て
、
稲
倉
県
医
連
委

員
長
の
同
行
で
医
療
機
関
を
訪
問
し

た
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
宮
崎
市
選

挙
区
で
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
す
原
動

力
と
な
っ
た
。
医
連
役
員
が
、
会
員

の
医
療
機
関
を
政
治
活
動
の
一
環
と

し
て
訪
問
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要

な
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
」
と
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
た

紹
介
が
あ
っ
た
。

松
田
氏
か
ら
は
、一
度
で
は
な
く
、

継
続
的
に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
が

重
要
と
の
話
が
あ
り
、
ま
た
、
参
加

者
か
ら
、「
選
挙
活
動
と
後
援
会
活

動
の
違
い
に
つ
い
て
」、「
公
職
選
挙

法
に
つ
い
て
」等
の
質
問
が
出
さ
れ
、

今
後
の
羽
生
田
副
委
員
長
の
政
治
活

動
の
展
開
に
関
し
て
、
極
め
て
有
意

三
月
十
六
日
　
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
開
催

（
当
番
県
　
北
海
道
医
師
連
盟
）

策
の
動
き
（
特
定
看
護
師
問
題
、
生

活
習
慣
病
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
問
題
）、
な

ぜ
比
例
代
表
か
ら
候
補
を
出
す
の

か
？
、
七
月
の
参
議
院
比
例
代
表
選

挙
に
候
補
者
を
擁
立
す
る
予
定
の
主

な
医
療
関
係
団
体
、
参
議
院
選
挙
の

投
票
方
法
に
つ
い
て（
比
例
代
表（
全

国
区
）の
候
補
者
名
を
書
い
て
投
票
）

等
、
平
易
に
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
、

理
解
が
深
ま
っ
た
講
演
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、意
見
交
換
会
が
開
か
れ
、

今
後
の
医
政
活
動
の
さ
ら
な
る
展
開

や
夏
の
決
戦
に
向
け
た
意
気
込
み
な

ど
に
花
が
咲
き
、
羽
生
田
副
委
員
長

と
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
撮
影
会
に

列
が
で
き
た
。

第
二
回「
日
医
連
医
政
活
動
研
究
会
」

    
東
北
・
九
州
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
で

　
　
　
　
　
　
　
　     

相
次
ぎ
開
催

平成24年度三
月
二
日
、
第
二
回
「
日
医
連
医

政
活
動
研
究
会
」（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

意
見
交
換
会
が
、
青
森
市
内
の
ホ
テ

ル
に
て
青
森
県
医
師
連
盟
が
主
体
と

し
て
開
催
さ
れ
た
。当
日
は
、東
北
・

北
海
道
を
記
録
的
な
寒
波
が
襲
い
、

猛
吹
雪
と
強
風
で
交
通
の
足
が
乱
れ

る
な
か
で
の
出
席
で
あ
っ
た
。

研
究
会
は
、
中
村
渉
・
青
森
県
医

師
連
盟
常
任
執
行
委
員
が
司
会
を
務

め
、
最
初
に
、
齊
藤
勝
青
森
県
医
師

連
盟
委
員
長
が
挨
拶
に
立
ち
「
日
本

医
師
会
が
国
や
行
政
に
働
き
か
け
る

要
請
活
動
は
年
間
多
数
あ
る
が
、
現

在
、
最
重
要
課
題
は
、
国
民
皆
保
険

の
堅
持
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
医
学
部
新

設
問
題
、
控
除
対
象
外
消
費
税
、
特

定
看
護
師
問
題
等
が
あ
る
。
若
手
医

師
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
医
の
政
治
活

動
で
い
ま
何
が
必
要
か
、
何
が
足
り

な
い
か
、
充
分
に
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。
今
日
は
羽
生
田
た
か
し
日
医

三
月
二
日
、
第
二
回
「
日
医
連
医

政
活
動
研
究
会
」（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
）

が
宮
崎
市
内
で
開
催
さ
れ
た
。
当
番

県
で
あ
る
宮
崎
県
医
師
連
盟
が
主
体

と
な
り
他
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
各
県
の

協
力
の
も
と
、
各
県
の
研
究
会
メ
ン

バ
ー
と
地
区
医
師
連
盟
役
員
等
約
百

名
が
参
加
し
た
。

研
究
会
は
、
宮
崎
県
医
師
連
盟
常

任
執
行
委
員
・
会
計
責
任
者
職
務
代

行
者
池
井
義
彦
先
生
の
司
会
で
進
め

ら
れ
た
。

は
じ
め
に
、
稲
倉
正
孝
宮
崎
県
医

師
連
盟
委
員
長
か
ら
、「
若
手
会
員

の
医
政
活
動
離
れ
が
あ
る
が
、
社
会

保
障
制
度
の
決
定
は
政
治
の
場
で
行

わ
れ
て
い
る
。
よ
り
よ
い
医
療
提
供

を
行
う
た
め
に
も
、
我
々
が
声
を
上

げ
な
け
れ
ば
、
現
場
を
知
ら
な
い
政

治
家
や
官
僚
が
制
度
を
決
め
て
し
ま

う
。
こ
の
こ
と
を
若
手
会
員
に
も
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
夏
の
参
議

院
選
挙
で
は
日
医
連
の
政
治
力
が
試

さ
れ
て
い
る
。
羽
生
田
た
か
し
副
委

員
長
の
政
治
活
動
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。
本
日
参
加
の
先
生
方

に
は
、
各
県
・
各
郡
市
に
お
け
る
医

政
活
動
の
牽
引
者
と
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
（
要
旨
）」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
藤
川
謙
二
日
医
連
参
与

（
日
医
常
任
理
事
）
が
「
こ
れ
ま
で

の
日
医
連
に
お
け
る
医
政
活
動
の
具

体
的
な
成
果
」、
と
題
し
て
『
平
成

二
十
四
年
度
に
お
け
る
陳
情
活
動
の

詳
細
と
そ
の
結
果
』、『
消
費
税
増
税

去
る
、
三
月
十
六
日
、
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
に
お
け
る
第
二
回
「
日
医
連

医
政
活
動
研
究
会
」
が
札
幌
市
内
に

て
開
催
さ
れ
た
。
北
海
道
医
師
連
盟

が
主
体
と
な
り
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー

と
地
区
医
師
連
盟
役
員
等
多
数
が
参

加
し
た
。
当
研
究
会
開
催
運
営
に
関

し
て
は
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
ら
が
事

前
打
合
せ
会
を
す
る
な
ど
協
議
を
踏

ま
え
た
運
び
と
な
っ
た
。

当
日
は
、
北
見
と
函
館
に
会
場
を

設
け
、テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
通
じ
て
の

ラ
イ
ブ
映
像
を
配
信
し
、遠
方
の
先
生

方
も
参
加
し
た
か
た
ち
と
な
っ
た
。

研
究
会
は
、
井
門
明
日
医
連
医
政

活
動
研
究
会
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

長
と
平
山
繁
樹
同
ブ
ロ
ッ
ク
副
幹
事

長
の
両
先
生
が
総
合
司
会
を
務
め
、

長
瀬
清
北
海
道
医
師
連
盟
委
員
長
と

横
倉
義
武
日
本
医
師
連
盟
委
員
長
の

挨
拶
、
前
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
の

梅
村
聡
参
議
院
議
員
に
よ
る
基
調
講

演
、
医
療
事
情
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

横
倉
委
員
長
は
、「
医
療
政
策
を

政
治
の
世
界
で
実
現
す
る
た
め
、
医

政
活
動
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
改

め
て
感
じ
る
。
今
研
究
会
に
お
い
て

は
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ

ん
の
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き
有
意

義
な
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
（
要

旨
）」
と
述
べ
た
。

そ
の
の
ち
、梅
村
参
議
院
議
員
が
、

「
わ
が
国
の
医
療
の
再
生
・
発
展
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
基
調
講
演
を
行

っ
た
。
講
演
で
は
、
社
会
保
障
制
度

の
実
情
を
説
明
し
、
診
療
報
酬
や
控

除
対
象
外
消
費
税
等
の
問
題
に
つ
い

て
述
べ
た
。
基
調
講
演
の
の
ち
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
移
り
「
北
海
道
の
医

療
事
情
─
ど
う
す
る
医
師
の
偏
在

─
」
と
題
し
、
医
師
会
の
立
場
（
水

谷
匡
宏
北
海
道
医
師
会
常
任
理
事
）、

大
学
（
医
師
会
）
の
立
場
（
長
内
忍

旭
川
医
大
医
学
部
循
環
呼
吸
医
療
再

生
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
講
座
特
任
教
授
）、

行
政
の
立
場
（
田
中
宏
之
北
海
道
保

健
福
祉
部
医
療
政
策
局
長
）
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
意
見
発
表
を
行
っ
た
。

質
疑
応
答
に
お
い
て
は
、
医
師
偏

在
の
問
題
、
医
局
制
度
や
報
酬
の
あ

り
方
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
だ
さ

れ
、
対
応
策
や
問
題
点
等
多
岐
に
わ

た
り
議
論
が
か
わ
さ
れ
た
。

研
究
会
終
了
後
、
出
席
者
全
員
が

参
加
し
て
の
懇
親
会
が
開
か
れ
、
和

気
藹
々
と
し
た
時
間
を
と
も
に
過
ご

し
た
。

連
副
委
員
長
に
基
調
講
演
を
お
願
い

し
た
。
羽
生
田
先
生
は
七
月
の
参
議

院
選
挙
で
比
例
区
（
全
国
区
）
か
ら

立
候
補
す
る
予
定
で
あ
り
、
日
医
連

と
し
て
は
す
で
に
推
薦
決
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
選
挙
は
“
究
極

の
医
政
活
動
”
で
あ
る
。」
と
支
援

の
重
要
性
を
訴
え
た
。

続
い
て
、
研
究
会
に
入
り
、
ま
ず
、

司
会
の
中
村
常
任
執
行
委
員
か
ら
、

忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
会
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
、
強
い
要
望
が
あ
っ

た
。各

先
生
方
の
意
見
で
は
、「
東
北

は
人
物
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
」「
政

党
と
い
う
よ
り
、
医
療
を
よ
く
考
え

て
い
る
国
会
議
員
を
応
援
し
て
い

る
」「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
着
目
し

て
い
る
」「
医
政
を
わ
か
っ
て
い
る

若
い
先
生
が
少
な
い
」「
最
近
の
日

医
連
推
薦
議
員
は
国
会
で
何
を
や
っ

て
き
た
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
」「
サ

ポ
ー
タ
ー
名
簿
は
連
記
記
入
だ
と
患

者
さ
ん
が
い
や
が
る
」「
メ
デ
ィ
ア

に
露
出
し
な
い
と
知
名
度
が
浸
透
し

な
い
の
で
は
」等
の
意
見
が
出
さ
れ
、

熱
気
溢
れ
る
討
議
を
終
了
し
た
。

五
時
半
か
ら
開
催
さ
れ
た
基
調
講

演
は
、
村
上
壽
治
・
青
森
県
医
師
連

盟
副
委
員
長
の
司
会
で
、
講
師
の
羽

生
田
副
委
員
長
が
、「
日
医
の
医
療

政
策
と
医
政
活
動
に
つ
い
て
」
と
題

し
講
演
し
た
。
主
な
柱
は
、「
医
療

政
策
に
つ
い
て
の
陳
情
活
動
」と「
参

義
な
意
見
交
換
と
な
っ
た
。

研
究
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
藤
川
日
医
連
参
与
、
清
山
県
議
、

松
田
氏
ら
と
研
究
会
メ
ン
バ
ー
と
の

間
で
議
論
が
か
わ
さ
れ
、
さ
ら
な
る

医
政
活
動
の
展
開
の
重
要
性
と
夏
の

決
戦
に
向
け
て
の
活
動
内
容
を
再
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
、
実
り
多
い
研

究
会
と
な
っ
た
。

東北ブロック

九州ブロック

北海道ブロック
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